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　2008 年 7 月～ 2017 年 2 月の 10 年間、靴保育 7 保育園と 1 幼稚園 359 名、下駄保育 1

幼稚園 1,739 名、草履保育 1保育園 185 名の園児、合計 2,283 名の身長、足長、足幅を調

査した。方法は、身長と体重測定後、幼児の目線の高さに動物の絵を置き、幼児が動物を

注視した時点で JIS S5037 の測定法により、左右の足長、足幅を測定した。また、測定結

果は、月齢別に 5 階級に分け、在園中の 12 ヶ月間の成長についてその変化量を比較検討

した。

　結果、カウプ指数はいずれも正常範囲内の体格であった。足長は、左足は靴保育が大き

い傾向にあり、右足は草履保育が大きい傾向にあった。また、左右を比較すると、5 歳以

上の靴保育と草履保育を除き、すべての階級で左足の方が大きい傾向であり、先行研究と

は相反する結果であった。足幅については、左足は履物による違いは見られなかったが、

右足については 4 歳 1 ヶ月～ 5 歳 0 ヶ月以上で靴保育に、5 歳 1 ヶ月以上で草履保育に有

意差が見られた（p ＜ 0.05）。左右の足幅を比較すると、靴保育ではすべての年齢層で左

足の方が大きく、下駄保育ではすべての年齢層で右足の方が大きかった。12 か月間の身

長差は、下駄保育が 5 階級中 3 階級で最大値を示し、有意差が見られた（p ＜ 0.05）。足

長差は、左右とも靴保育の成長度が顕著であった。左足は 3歳 7ヶ月～ 4歳 6ヶ月の 2階

級で有意差が見られ（p ＜ 0.05）、右足は 3 歳 1 ヶ月～ 5 歳 0 ヶ月の 4 階級で有意差が見

られた（p＜ 0.05）。足幅差については、ほとんど違いがみられなかった。

　履物による成長の違いを偏相関行列で検討したところ、すべての履物で足長と足幅の成

長に左右の関連性が認められた。靴保育では身長と左足幅の成長に弱い相関がみられ（p

＜ 0.05）、下駄保育では身長と相関が認められたのは左右の足長で（p ＜ 0.05）、足幅と

は相関が見られなかった。草履保育では身長との相関は見られなかった。

【キーワード】園児（children）、下駄（geta）、草履（zori）、靴（shoes）、

身長差（height difference group）、足長差（foot length differences）、

足幅差（foot width differences）
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1．はじめに

　幼児期は、人の成長・発育時期に顕著な変化をもたらす時期である。筆者はこの時期の

幼児の足長や足幅の成長について、2016 年「土踏まずの形成」にフォーカスして報告を

している 1）。また同時に、成長にともない間違った靴の履き方で、足趾への悪影響も出て

いることも報告している 1）。さらに 2001 年、原田の研究 2) では、1980 年と 2000 年の 20

年間の幼児の足の形態を比較して、足長が僅かに長くなり、足幅は僅かであるが女児は広

く、男児は狭くなっているという報告もある。

　身長と足長の成長 1）3）4）、身長と足長の相関 1）5）についての研究報告は数多くみられるが、

発育・発達の顕著な幼児期の身長と足長・足幅を縦断的に測定・調査した研究は多くはみ

られない。

　そこで、本研究は、履物（靴、下駄、草履）により足長・足幅の成長に違いがあるのか

を明らかにすることとした。期間は 12 か月とし、身長の成長度についても測定し、身長

と左右足長、左右足幅との関係について検討した。履物の種類により幼児の身長、足長、

足幅の発達の関係を知ることは、幼児の発育を理解する上で重要なことだと思われ、幼児

の履物選びの参考になると考えるからである。

２．研究方法

（1）対象：保護者の同意の得られた下駄保育の 1幼稚園、草履保育の 1保育園、靴保育の

７保育園と 1幼稚園であった。

（2）内容：形態計測（身長、体重、左右足長、左右足幅）、質問紙調査（生年月日）

（3）測定方法：身長と体重測定後、幼児の目線の高さに動物の絵を置き、幼児が動物を注

視した時点で JIS S50376）の測定法により、両足を平行に開いて平均に体重を

かけた姿勢のときの、踵点から最も長い足趾の先端までの距離を足長とした。

足幅は、足長の測定をするときと同じ姿勢で、足の第 1趾と第 5趾の各々の付

け根（中足骨）に接する距離で、足長の足軸に垂直になる直線を足幅と定義し

た。測定は 1名の測定者で実施した。また、測定は、写真 1に示す、片足を測

定機器の上に置くと足長と足幅を同時に測定できる測定機器を使用した。最初

に左足を、次いで右足の順で測定した。左右の足長が 1.5cm 以上、足幅は 1.0cm

以上の違いがある場合は確認し、再測定をした。

写真 1　幼児の足長と足幅測定
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（4）調査期間：2008 年 7 月～ 2017 年 2 月の 10 年間

（5）フィールド：Ｓ県の１幼稚園、１保育園、Ｎ県の 1幼稚園、Ｅ県の 7保育園

（6）分析：分析は、園児の生後月数で階級分けして行った。3歳 1ヶ月～3歳 6ヶ月、3歳 7ヶ

月～ 4 歳 0 ヶ月、4 歳 1 ヶ月～ 4 歳 6 ヶ月、4 歳 7 ヶ月～ 5 歳 0 ヶ月、5 歳 0 ヶ

月～ 5歳 6ヶ月の 5階級である。身長、足長、足幅の生後期間での一元配置分散

分析、初回と 12 ヶ月後の身長差、左右の足長差、左右の足幅差、身長と左右足長、

身長と左右足幅の相関をみた。また、階級分けには、1 回目の測定時の生後月数

で決定した。さらに、園児の体型の判定をするために、身長と体重で導き出せる

「カウプ指数」を利用した。「カウプ指数」とは、満 3か月から 5歳の乳児・幼児

に対して使われる、肥満・やせを判断する指標である。

　　　　　　　カウプ指数＝体重 (kg) ／身長 (m)2

　　　　統計処理は、Stata17 を使用した。　

（7）倫理的配慮：まず、幼稚園と保育園の園長に「研究依頼」文書を渡して、研究につい

て説明し、園の許可をもらった。次に園長から保護者に書面と口頭で、研究の概

要を説明していただき、「研究についての協力のお願い」を渡した。同意の得ら

れた保護者にのみ同意書に署名をもらい、研究に協力いただいた。測定時は、幼

児の測定可能な状態になるまで待って（興奮状態であった場合など、気持ちが落

ち着くまで待って）測定した。研究計画は、新潟県立看護大学倫理審査委員会と

松蔭大学の倫理審査委員会の承認を得て実施した。

３．結果と考察

（1）対象について（表 1）

　初回と 12 ヶ月後の 2回測定できた園児は、下駄保育園児 1,739 名、草履保育園児 185 名、

靴保育園児 359 名の計 2,283 名であった。1 回目から 2 回目の測定期間は 11 ヶ月～ 13 ケ

月間であった。保育場所については、靴保育は中部地方の坂のある都市と四国地方の山間

部にある保育園であった。下駄保育は東海地方の平坦地、草履保育は山間部であり、デー

タの比較として影響はないと考え、この得られたデータは統計処理に値するものであった。

表１　普段履く履物について
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（2）身長について（表 2）

　身長の 1回目の測定を履物別にみると、3歳 1ヶ月～ 4歳 0ヶ月では 90.0cm 代で、4歳

7 ヶ月からは 100.0cm 以上であった。靴と下駄が草履より若干大きいが、有意差はみられ

なかったので、1 回目の測定では履物による身長差はないと判断して良い。また、幼児の

身長は平均発育と一致しているので、データの解釈をしていくには問題がないと考える 7）。

表２　履物別身長の平均値と標準偏差

（3）カウプ指数について（表 3）

　カウプ指数は、靴、下駄と草履とも「普通」と判定される 14.5 ～ 16.5 の範囲内 7) であり、

園児は正常な栄養状態であったと考えられる 8）9）10）。履物によってカウプ指数にばらつき

はあるが、有意差はみられなかった。このことから、身長と体重で足長や足幅への影響（足

長と足幅への異常な荷重）はないと考えられる。

表３　カウプ指数の平均値と標準偏差

（4）足長について（表４、表 5）

　左足長は、靴保育の園児が3歳 1ヶ月から3歳 6ヶ月が15.91cm、4歳 1ヶ月から4歳 6ヶ

月が 16.86cm で、それぞれ下駄保育と草履保育と比較して有意差がみられた（ｐ＜ 0.05）。

5 歳 1 ヶ月から 5 歳 6 ヶ月の草履保育の足長は 17.7cm で、靴保育と下駄保育より有意差

がみられた（ｐ＜ 0.001）。

　右足長は、5 歳 1 ヶ月から 5 歳 6 ヶ月で草履保育が 17.39cm で、靴保育と下駄保育より



園児の身長・足長・足幅の比較―下駄、草履、靴による成長の違い―

― 275 ―

大きく、有意差がみられた（ｐ＜ 0.05）。3歳 1ヶ月から 4歳 0ヶ月までは草履保育が、4

歳1ヶ月から4歳6ヶ月は靴保育が、4歳7ヶ月から5歳0ヶ月は下駄保育の足長が大きかっ

たが、有意差はみられなかった。

　左右の足長を比較すると、5 歳 1 ヶ月から 5 歳 6 ヶ月の靴保育（-0.1cm）と下駄保育

（-0.07cm）以外は、すべて左足の方が大きいことが明らかになった。これは、荒木らの先

行研究 11）とは相反する結果であった。

表４　左右長の平均値と標準偏差

表５　右足長の平均値と標準偏差

（5）左右足幅について（表 6、表 7）

　左足幅は、6.0cm 代で靴保育、下駄保育、草履保育とも有意差はみられなく、最高値を

見ても分散しており、履物による差はなかった。右足幅は 4歳 1ヶ月から 4歳 6ヶ月で靴

保育に有意差がみられた（ｐ＜ 0.05）。4 歳 7 ヶ月から 5 歳 0 ヶ月では靴保育に有意差が

みられた（ｐ＜ 0.001）。5歳 1ヶ月から 5歳 6ヶ月では草履保育に有意差がみられた（ｐ

＜ 0.05）。

　左右の足幅を比較すると、靴保育ではすべての年齢層で右足の方が大きく、下駄保育で

はすべての年齢層で左足の方が大きかった。また、草履保育は 3歳 1ヶ月から 3歳 6ヶ月

以外、すべての年齢層で右足の方が大きかった。
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表６　左足幅の平均値と標準偏差

表７　右足幅の平均値と標準偏差

（6）12 ヶ月の身長差について（表 8）

　12 ヶ月の身長差をみると、下駄保育では 3 歳 1 ヶ月から 3 歳 6 ヶ月で 10.4cm の成長が

認められた（ｐ＜ 0.05）。また、それ以外の年齢層では、概ね 6.0cm から 7.0cm であった。

4歳 1ヶ月から 4歳 6ヶ月では下駄保育の園児成長が有意であった（ｐ＜ 0.05）。また、4

歳 7 ヶ月から 5 歳 0 ヶ月でも下駄保育の園児の成長が有意であった（ｐ＜ 0.001）。身長

については、下駄保育の園児の伸びが顕著であった。

表８　12 ヶ月の身長差の平均値と標準偏差

（7）足長差について（表 9、表 10）

　左足長差をみると、靴保育では 1.09cm から 1.31cm、下駄保育では 0.89cm から 1.26cm、

草履保育は 1cm 未満であった。年齢階級が上がるにつれて、成長も大きくなっていく傾向
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にあった。靴保育は、3 歳 7 ヶ月から 4 歳 0 ヶ月、4 歳 1 ヶ月から 4 歳 6 ヶ月で下駄保育

および草履保育と有意差がみられた（ｐ＜ 0.05）。

　右足長差は、靴保育は 1.0cm から 1.5cm で、3 歳 1 ヶ月から 5 歳 0 ヶ月で下駄保育およ

び草履保育と有意差がみられた（ｐ＜ 0.05）。

　3 種の履物で唯一圧迫感の感じられる靴であるが、その靴保育で左右とも有意な足長差

が見られたことは、何が影響したのか今後明らかにしていく必要がある。

表９　左足長差の平均値と標準偏差

表 10　右足長差の平均値と標準偏差

（8）足幅差について（表 11、表 12）

　左足幅差をみると、その成長は、靴保育、下駄保育、草履保育とも 0.4cm 未満であった。

5 歳 1 ヶ月から 5 歳 6 ヶ月では靴保育と下駄保育に有意差がみられた（ｐ＜ 0.05）。有意

差は見られなかったが、足長同様にすべての階級で靴保育が最高値であった。

　右足幅差をみると、靴保育、下駄保育、草履保育とも 0.3cm 未満であり、有意差は見ら

れなかった。しかし、靴保育、下駄保育と比較して草履保育の成長が低いことは、その原

因究明が今後の課題として残った。また、この時期に左足幅の成長が有意であることは、

幼児が身体活動時、無意識に利き足を決めているのではないか、と推測された。荒木らは、

3 歳から 5 歳の「幼児の足部形態の発育と手足の機能分化」に関する研究 11）で、幼児の

利き手は約 80％が右利きであると報告している。そして、臼井らの研究では、「利き手が

右利きの場合、動作の際に左足が回転軸となり、左足は支持足として機能する 12）」とい
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うものであり、「支持足の左足の足幅の成長が大きい」という先行研究を支持する結果と

なった。

表 11　左足幅差の平均値と標準偏差

表 12　左足幅差の平均値と標準偏差

（9）身長差との相関について

　身長差、左右足長差、左右足幅差について、それぞれ何が影響を及ぼしたか検討するた

め、靴保育、下駄保育、草履保育の履物別に相関係数（ピアソンの積率相関係数）を算出

し、相関行列を示した。また、算出された相関係数に無相関の検定を行った。さらに、こ

れらのデータから偏相関係数を算出し、偏相関行列から有意水準 5％で、有意差のあった

因子を取り出し、それぞれの因子間の関係性を無向グラフに示した。

（1）靴保育（表 13、図 1）

　身長と弱い相関があると認められたのは左足幅である（r=0.225,p ＜ 0.01）。また、左

右の足長（r=0.242,p ＜ 0.01）と足幅（r=0.428,p ＜ 0.01）にも弱い相関が認められた。

靴保育については、足長（左 r=0.044,p=0.407、右 r=0.029,p=0.580）よりも足幅（左

r=0.225,p ＜ 0.01、右 r=0.185,p ＜ 0.01）が身長と相関が高いことがわかった。
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表 13　靴保育の相関

［上三角：相関係数／下三角：検定Ｐ値］

図 1　靴保育の偏相関

（2）下駄保育（表 14、図 2）

　下駄保育では、身長と他因子との相関係数はすべて 0.01 以下であり、相関のある因子

はなかった（p＜ 0.01、p ＜ 0.05）。また、靴保育同様に、左右の足長（r=0.300,p ＜ 0.01）

と足幅（r=0.400,p ＜ 0.01）に弱い相関が認められた。

　偏相関を無向グラフに示すと、左足幅差と右足長間に負の関係性が見られた（r=-0.056，

p ＜ 0.05）。また、右足長差はすべての因子に関連性があるという結果となった。

表 14　下駄保育の相関

［上三角：相関係数／下三角：検定Ｐ値］
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図２下駄保育の偏相関

（3）草履保育（表 15、図 3）

　草履保育については、他 2 種類の履物同様、左右の足長（r=0.264,p ＜ 0.01）と足幅

（r=0.387,p ＜ 0.01）に弱い相関が認められた。また、偏相関についても無向グラフが示

すとおり、左右の足長（r=0.261,p ＜ 0.001）と足幅（r=0.400,p ＜ 0.001）の相関しか見

いだせなかった。

表 15　草履保育の相関

［上三角：相関係数／下三角：検定Ｐ値］
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図 3　草履保育の偏相関

４．まとめ

　靴保育 7 保育園と 1 幼稚園 359 名、下駄保育 1 幼稚園 1,739 名、草履保育 1 保育園 185

名の園児、合計2,283名の身長・足長・足幅を調査した。在園中の12ヶ月間の成長について、

月齢別に 5階級に分け、その変化量を比較検討した。結果、以下の知見が得られた。

　（1）初回測定の身長は靴、下駄、草履保育園児とも 4歳 0ヶ月までは 100cm 以下であっ

た。草履保育は 4歳 7ヶ月以上で 100cm 以上であったが、履物による有意差はみら

れなかった。

　（2） カウプ指数はいずれも正常範囲内の体格であった。

　（3） 足長は、左足は靴保育が大きい傾向にあり、右足は草履保育が大きい傾向にあった。

　　　また、左右を比較すると、5 歳以上の靴保育と草履保育を除き、すべての階級で左

足の方が右足より大きい傾向にあることが明らかになった。足幅については、左足

は履物による違いは見られなかったが、右足については 4歳 1ヶ月～ 5歳 0ヶ月以

上で靴保育に、5歳 1ヶ月以上で草履保育に有意差が見られた。

　（4） 12 か月間身長差は、下駄保育が 5 階級中 3 階級で最大値を示し、有意差が見られ

たが、下駄保育の何が身長の成長に有意に働いたのかは、今後の課題となった。

　（5） 足長差は、左右とも靴保育の成長度が顕著であり、左足は 3歳 7ヶ月～ 4歳 6ヶ月

の 2階級で有意差が見られた。右足は 3歳 1ヶ月～ 5歳 0ヶ月の 4階級で有意差が

見られた。

　（6） 足幅差については、5 歳 1 ヶ月～ 5 歳 6 ヶ月の階級で、靴保育と下駄保育の左足が

0.31 ± 0.486 で最大値をとり、唯一有意差が見られた。

　（7） 左右の足長の成長を比較すると、5 歳 1 ヶ月から 5 歳 6 ヶ月の階級以外は、すべて

の階級で左足の方が大きいことが明らかになった。これは先行研究と相反する結果
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であった。

　（8） 左右の足幅の成長を比較すると、履物に関係なく左足の成長が著しかった。これは

「利き手、利き足は右が多いことから、支持足である左足が広くなる」という先行

研究支持する結果となった。

　（9） 履物による成長の違いを偏相関行列で検討したところ、すべての履物で足長と足幅

の成長に左右の関連性が認められた。靴保育では身長と左足幅の成長に弱い相関が

みられ、下駄保育では身長と相関が認められたのは左右の足長で、足幅とは相関が

見られなかった。草履保育は身長との相関は見られなかった。

　今回の研究で履物の違いによる足部の成長差を比較し、多くの知見が得られた。しかし、

その違いは履物の何に起因するものなのか、明確にする事は出来なかった。今後はさらに

細部にわたり時間をかけて調査を進め、より深く探求し、履物の違いがもたらす幼児の成

長を明らかにしていきたいと考えている。
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